









[ 5 1 
たか はし とも のり
氏名・(本籍) 田EE3 橋 実日 敬
学位の種類 歯 ヲー 博 士
学位記番号 弟 5 6 2 6 子仁二玉3 
学位授与の日付 昭和 57 年 3 月 25 日
学位授与の要件 歯学研究科歯学基礎系専攻




















定比較した。弁別能測定は森本の方法により行い，厚さ 10mmのアクリル樹脂製の基準板と厚さ 8 mmか
ら 12mmまで0.5 mm間隔に作成した 9 枚のテスト板とを用意した。被験者には一側の上下切歯閣で基準
板を約 5 秒間岐ませた後，テスト板を同じ部位で 3 秒後に岐ませて基準板とテスト板との厚さの相違
を答えさせた。 2 つの姿勢について前記組合せテストを各テスト板につき 10同ランダムな順序で行い，
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平均弁別閥 (50% Difference Limen 略して 50% DL) 及び主観的等価値(Point of Subjective Equ ・























以上の実験結果より 岨鴫機能及び嚇下時の号局軍動パターンは坐位と仰臥位の 2 つの姿勢で異って
おり，特に側頭筋活動は姿勢変化の影響を受け易いことが明らかになった D また，岨H爵機能の姿勢に
よる相違が生ずる 1 つの機序として閉口筋中の筋紡錘活動の姿勢の違いによる変化が関与しているこ
とが強く示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は坐位と仰臥位の 2 つの異った姿勢における岨噌並びに鴨下機能の相違を明らかにすると共
にその生理学的機序につき分析を加えたものである。特に人がピーナッツを岨鳴する時の岐み合せ時
間，開口度，岨噌筋筋電図，暗記下関，嚇下同数，更に上下切歯間での物体の大きさ弁別能などに姿勢
一196-
による差のあることを明らかにすると共に これら姿勢による口顎機能の差に閉口筋中の筋紡錘活動
の相違が関与することを考察した。この点本論文は，口腔生理学的に極めて価値ある業績として評価
できる。よって本研究者は歯学博士の学位をうる資格があるものと認める。
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